
（リスの移動実態を調査するためのカメラ映像より）

国道４号「盛岡北道路」（茨島こ線橋から分レ南交差点までの道路拡幅事業、平成
２８年３月２６日開通）では、森の動物たちの暮らしを守る試みが行われています。
その一つとして、付近で生息が確認されている「ニホンリス」が道路上を渡るため、直轄国道では初

（平成２８年時点）とみられる横断施設「アニマルパスウェイ」を設置しました。
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岩手河川国道事務所

盛岡国道維持出張所
TEL. 019-636-0018

盛岡国道維持出張所は、岩手県内の国道４号のうち、

花巻市二枚橋地内（旧石鳥谷町境）から盛岡市寺林地内

（岩手町境）を管理しています

道路の異状を発見した場合は、

情報をお寄せください。

アニマルパスウェイに関するお問い合わせ先
岩手河川国道事務所調査第二課 (直通電話019-624-3196)

結果、国道をはさんだ両側の林の間を行き来していることを確認しました。交通量の多い国道の上空、
最初は慎重に渡っていたリスたちも、安心して通れる道として認識してくれたようです。

②金網

①屋根
アニマルパスウェイは、
丈夫・安全・低コストな「吊り橋構造」で設置されています。

①三角屋根・・・冬期間、雪がつきずらくしています。
②金網囲い・・・リスが歩きやすく、外敵から身を守れるようにしていま

す。道路への落雪対策として、すき間から小分けされた
雪が抜け落ちるため、重大な事故を防ぐことができます。

国道４号の盛岡市と滝沢市の境付近に設置されています。リスの通行も気になりますが、

ばらじま わかれ

もりおか たきざわ

もりおかきたどうろ


